
 

1 

 

東
書 

 

五
年
上 

 
 
 

 世
界
で
い
ち
ば
ん
や
か
ま
し
い
音 

 

目
標 
物
語
の
構
成
を
と
ら
え
、 

山
場
で
起
き
た
変
化
に
つ
い
て
考
え
る
。 

第
一
次
指
導
（
概
観
の
指
導
） 

 

一
時
間 

第
二
次
指
導
（
詳
し
く
読
む
） 

 

二
時
間 

第
三
次
指
導
（
感
想
文
の
指
導
） 

二
時
間 

 

第
一
次
指
導
（
話
を
整
理
し
、
話
の
山
を
探
す
） 

 

◎ 

区
画 

 

計
七
区
画 

 
 
 
 
 
 

 

１
ｐ
４８

Ｌ１ 
 

２
ｐ

５０

Ｌ１ 

３
ｐ

５０

１３ 

４
ｐ

５３

Ｌ９ 

５
ｐ
５４

１２ 

６
ｐ
５６

１４ 
７
ｐ
５９

Ｌ１ 

一 

よ
む
（
席
順 

区
画
毎 

音
読 
七
名
） 

二 

と
く
（
読
後
感
の
整
理
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目
（
題
か
ら
話
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
す
る
） 

・ 

題
名
の
音
を
聞
き
た
い
と
願
っ
た
の
は
誰
か
。 

・ 

そ
の
王
子
様
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
は
。 

◎ 

ひ
び
き
（
印
象
の
強
い
と
こ
ろ
を
話
し
合
う
） 

 

・ 

王
子
様
へ
の
誕
生
日
の
贈
り
物
と
町
の
変
化
。 

○ 

手
引
き
（
書
き
出
す
言
葉
の
指
示
） 

 

・ 

２
～
６
ま
で
の
王
子
様
の
言
動
を
書
く
が
、
４

と
５
は
王
子
様
を
含
む
文
の
言
動
を
。 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

・ 

４
、
５
は
全
員
で
探
し
、
残
り
は
各
自
で
。 

四 

か
く
（
選
ん
だ
語
句
を
視
写 

師
は
板
書
） 

五 

よ
む
（
五
年
か
ら
一
よ
む
の
続
き
で 

一
名
） 

 
 

 

六 

と
く
（
板
書
事
項
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

○ 

事
実
（
板
書
事
項
を
関
連
付
け
る
）
区
分 

 

・ 

王
子
様
の
思
っ
た
こ
と
と
言
っ
た
こ
と
は
同
じ
。

ど
ん
な
音
を
聞
き
た
い
と
。 

 

・ 

そ
れ
で
、
王
様
は
ど
ん
な
言
葉
を
頼
ん
だ
の
。 

 

・ 

そ
の
言
葉
は
、
聞
こ
え
た
か
。 

 

・ 

で
も
、
王
子
様
は
そ
れ
を
喜
ん
だ
話
。 

 

区
分
（
１
、
７
は
町
の
話
。
王
子
様
の
話
２
～
６
を 

 
 
 
 

誕
生
日
、
そ
の
計
画
で
区
切
る
と
四
区
分
） 

◎ 

山
（
詳
し
く
読
ん
で
い
く
と
こ
ろ
の
発
見
） 

 

・ 

こ
の
話
の
面
白
い
所
二
か
所
を
詳
し
く
読
む
。 

○ 

余
韻 

王
子
様
は
面
白
い
こ
と
を
考
え
る
な
あ
。 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 

〈
板
書
事
項
〉 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

ガ
ヤ
ガ
ヤ
の
都 

 
 

 

 
 

世
界
で
い
ち
ば
ん
や
か
ま
し
い
音 

 

ギ
ャ
オ
ギ
ャ
オ 

六
― 

   
 
 

１ 
 

や
か
ま
し
い
町

＝ 
 

 
   
 
 

２ 
 

思
い
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ワ
ア
ー
』 

  
 
 

３ 
 

言
い
ま
し
た 

 
   
 
 

４ 
 

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

５ 
 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 

 
 
×

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初
め
て 

 
 
 

６ 
 

気
に
入
り
ま
し
た 

自
然
の
音 

   
 
 

７ 
 

静
か
な
町

＝ 
 
 

 
 

 

  

第
二
次
指
導
第
一
時
（
山
の
①
を
詳
し
く
読
む
） 

 

一 

よ
む
（
席
順
に
順
繰
り
で 

音
読 

七
名
） 

二 

と
く
（
本
時
の
足
場
作
り
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
六
と
く
を
中
心
に
復
習
） 

・ 

町
の
立
て
札
の
変
化
は
ど
の
よ
う
に
。 

・ 

そ
れ
は
何
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
の
か
。 

・ 

贈
り
物
は
届
か
な
か
っ
た
話
。 

◎ 

承
接
（
本
時
へ
と
つ
な
ぐ
） 

 

・ 

そ
の
贈
り
物
へ
の
人
々
の
関
心
は
。 

 

・ 

そ
の
贈
り
物
を
一
目
見
た
い
と
考
え
た
の
は
。 

○ 

手
引
き
（
視
写
部
分
の
指
示
） 

 

・ 

人
々
の
考
え
た
こ
と
が
分
か
る
と
こ
ろ
を
写
す
。 

 
 
 

（
ｐ
５６
９
～
１３
行
目
） 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
選
ん
だ
部
分
を
視
写 

師
は
板
書
） 

五 

よ
む
（
五
年
か
ら
一
よ
む
の
続
き
で 

一
名
） 

 
 

 

六 

と
く
（
視
写
部
分
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

○ 

語
義
（
難
語
句
の
解
消
）
区
分
（
考
え
易
く
） 

 

・ 

台
な
し 

つ
も
り 

で
も 

だ
っ
て 

も
の 

 
 

区
分
（
地
・「 

」
を
そ
れ
ぞ
れ
二
区
分
後
、「 

」 
 

 

 
 
 
 
 

の
前
を
二
区
分
＝
倒
置
文
を
確
認
） 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
味
わ
う
） 

 

・ 

こ
の
話
は
、
喜
劇
（
笑
い
話
）。
童
話
だ
か
ら

こ
そ
の
笑
い
話
。
そ
こ
を
考
え
る
。 

 

・ 

平
和
な
世
界
で
み
ん
な
ま
じ
め
だ
と
分
か
る
。 

 

・ 

予
想
外
の
結
果
が
、
隠
れ
て
い
る
の
は
ど
こ
。 

 

・ 

安
心
と
楽
し
み
（
期
待
）。 

○ 

余
韻 

都
合
の
い
い
よ
う
に
考
え
る
よ
ね
、
人
は
。 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

   

お誕生日……！ 

誕生日 

一
月
半
前 



 

2 

◎
◎
◎
◎
＊
・
・
・
・
・
・ 

 
 
 
 
 

 

   
◎ ◎ 

× 

〈
板
書
事
項
〉 

  
 
 

１ 

や
ー 

 
 
 

２ 

思
― 

 
 
 

３ 
言
― 

誕
― 

 
 
 

４ 
高
― 

 
 
 

５ 

あ
― 

×
 

 
 
 

６ 

気
― 

 
 
 

７ 

静
― 

 
 

 
 

 

自
分
― 

 
 

口
だ
け
…
… 

  
 
 

だ
れ
も
、
王
子
様
の
誕
生
日
を 

 

台
な
し
に
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま 

 

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
み
ん
な
、 

 

こ
う
考
え
た
の
で
す
。 

 

「
わ
た
し
一
人
く
ら
い
だ
ま
っ
て 

 

た
っ
て
、
分
か
ら
な
い
わ
。
だ
っ
て
、 

 

何
百
万
、
何
千
万
、
何
億
っ
て
人
が 

 

さ
け
ぶ
ん
で
す
も
の
。
ほ
か
の
人
が 

 

さ
け
ん
で
い
る
間
、
わ
た
し
は
静
か
に 

 

し
て
、
ど
ん
な
音
に
な
る
か
耳
を
す
ま 

 

し
て
い
ま
し
ょ
う
。
」 

第
二
次
指
導
第
二
時
（
山
の
②
を
詳
し
く
読
む
） 

 

一 

よ
む
（
席
順
に
順
繰
り
で 

音
読 

七
名
） 

二 

と
く
（
本
時
の
足
場
作
り
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
の
六
と
く
を
中
心
に
復
習
） 

・ 

人
々
の
安
心
と
期
待
は
何
だ
っ
た
か
。 

◎ 

承
接
（
本
時
へ
と
つ
な
ぐ
） 

 

・ 

考
え
る
こ
と
は
皆
同
じ
だ
と
気
付
い
た
人
は
。 

 

・ 

宮
殿
前
の
広
場
に
集
ま
っ
た
人
の
様
子
は
。 

 

・ 

王
子
様
の
様
子
は
。 

○ 

手
引
き
（
視
写
部
分
の
指
示
） 

 

・ 

王
子
が
喜
ん
だ
理
由
が
分
か
る
段
落
を
視
写
。 

 
 
 

（
ｐ
５９
の
最
後
の
段
落
） 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
選
ん
だ
部
分
を
視
写 

師
は
板
書
） 

五 

よ
む
（
五
年
か
ら
一
よ
む
の
続
き
で 

一
名
） 

 
 

 

六 

と
く
（
視
写
部
分
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

○ 

語
義
（
難
語
句
の
解
消
）
区
分
（
考
え
易
く
） 

 
・ 

の
で
す 

小
鳥
の
歌 

そ
よ
ぐ
音 

そ
れ
が 

や
か
ま
し
い
音 

静
け
さ 

落
ち
着
き 

 
 

区
分
（
そ
し
て
で
二
区
分
後
、
前
を
三
区
分
） 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
味
わ
う
） 

 

・ 

初
め
て
体
験 

聞
い
た
の
は
。 

 

・ 

何
が
な
く
な
っ
た
か
ら
体
験
で
き
た
の
。 

 

・ 

人
間
の
立
て
る
音
に
は
ど
ん
も
の
が
。 

・ 

そ
の
音
に
な
い
も
の
は
何
。 

 

・ 

こ
の
文
章
の
書
き
方
か
ら
何
を
感
じ
る
か
な
。 

 

・ 

同
じ
文
体
の
繰
り
返
し
と
「
の
で
す
」
で
、
王

子
様
の
気
持
ち
の
変
化
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

 

・ 

①
②
③
と
話
の
核
心
が
整
理
さ
れ
て
く
る
。 

○ 

余
韻 

六
才
な
の
に
素
敵
な
王
子
様
だ
な
あ
。 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 

〈
板
書
事
項
〉 

 
 

 

安
心 

百
万
…
…
一
人 

期
待 

百
万
…
…
声
（
不
可
能
） 

 
 
 

頭 

 
 
 

手 

  
 

 
 

生
ま
れ
て
初
め
て
、
王
子
様
は
、 

 

小
鳥
の
歌
を
聞
い
た
の
で
す
。 

 

木
の
葉
の
風
に
そ
よ
ぐ
音
を
、 

 

小
川
を
流
れ
る
水
の
音
を
聞
い
た 

 

の
で
す
。 

 

生
ま
れ
て
初
め
て
、
王
子
様
は
、 

 

人
間
の
立
て
る
や
か
ま
し
い
音
で
は 

 

な
く
、
自
然
の
音
を
聞
い
た
の
で
す
。 

 

生
ま
れ
て
初
め
て
、
王
子
様
は
、 

 

静
け
さ
と
落
ち
着
き
を
知
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
し
て
、
王
子
様
は
、
そ
れ
が 

 

す
っ
か
り
気
に
入
り
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
次
指
導 

略 

」 

」 

」 

◎
◎
◎
◎
・
・
・
・
！ 

 
 
 
 
 

 

   

◎ ◎ 

１ 

３ ２ 


